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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

２
０
２
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
に
つ
き
ま
し
て
は
、
哀
悼
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
福
に

満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
年
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
当
会
は

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。 千

葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
日
頃
よ
り
高
齢
者
福
祉
の
推

進
や
地
域
福
祉
の
活
性
化
な
ど
、
市

政
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解

さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
当
会
一
丸
と
な
っ
て
、
健

康
と
幸
福
を
大
切
に
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
絆
を
深

め
、
笑
顔
溢
れ
る
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
が
最
大
の
宝
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が

と
ご
協
力
を
い
だ
た
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
引
き
続
き
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
市
で
は
医
療
・

介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
・

生
活
困
窮
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分

野
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
相

談
先
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
分

野
・
世
代
・
相
談
内
容
を
問
わ
ず
に

相
談
を
受
け
付
け
、
行
政
側
で
関
係

機
関
の
調
整
を
行
い
支
援
に
つ
な
が

る
ま
で
伴
走
す
る
新
た
な
相
談
支
援

機
関
「
福
祉
ま
る
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
誓
っ
て

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
亀
井
　
隆
行

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

千
葉
市
長
　
神
谷
　
俊
一

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
有
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
今
年
老

人
ク
ラ
ブ
が
皆
様
に
と
っ
て
心
地
よ

い
場
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
共
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
新
年
が
訪
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ン
タ
ー
」
を
、
昨
年
10
月
に
開
設
し

ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
に
は
、

市
政
発
展
の
た
め
、一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
・

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

中 央 区中 央 区 花 見 川 区花 見 川 区 稲 毛 区稲 毛 区
村田町福寿会 み春野シニアサークル 小中台紅葉会
増嶋　婦美さん 松原　かほるさん 富永　幸枝さん
90 歳 89 歳 88 歳
千葉県千葉市出身 大阪府大阪市出身 千葉県市原市出身

①よく笑うこと ①くよくよしない、日々感謝 ①特になし、自然体で
②甘いもの ②握り寿司 ②寿司
③３食、食事をとる ③良く食べ、良く噛み、良く寝ること。毎日発声の代わりに賛美すること ③散歩
④福寿会に来て楽しむこと ④クラシックを聴きながらの読書 ④旅行

南生実町長寿会 天寿会
岩撫　博次さん 高木　孝子さん
91 歳 90 歳
千葉県千葉市出身 千葉県成田市出身

①特になし ①特になし
②カレー、果物 ②米飯
③身体を動かす ③１日 3 食、食べること
④特になし ④公民館で料理指導、レザークラフト・コーラスを楽しむ

若 葉 区若 葉 区 緑 　 区緑 　 区 美 浜 区美 浜 区
若松台万年青会 鎌取町長寿会 サンコーポ検見川ふれあい会
大村　好人さん 大圡　正照さん 平田　榮さん
90 歳 88 歳 90 歳
山口県下関市出身 千葉県千葉市出身 岡山県出身

①継続は力なり ①日々大切にし感謝 ①和
②寿司 ②好き嫌いなし ②何でもおいしくいただきます
③強いて言えば歩くこと ③家庭菜園（作物の出来栄えの観察） ③ 1 時間ぐらいの散歩を続ける
④パークゴルフ ④仲間とのんびり温泉旅行したい ④終活（ボツボツ）

悠友クラブ サニークラブ 磯辺 3 丁目 64 さつき会
大久保　賀弘さん 網代　春男さん 渡部　和雄さん
88 歳 88 歳 89 歳
宮城県仙台市出身 東京都出身 秋田県出身

①自未得度先度他 ①特になし ①来る者は拒まず去るもの追わず
②鮪 ②魚貝類、果物 ②すきやき
③乾布摩擦 ③谷津田の保全作業 ③陶芸
④名曲レコードコレクション ④旅行 ④旅行

人生一世紀をめざして人生一世紀をめざして 所属クラブ・氏名・年齢・出身地 ……
① 座右の銘　② 好きな食べ物　③ 私の健康法　④ 今一番やりたいこと

90 歳前後の会員の方に、お元気の秘訣をうかがいました！90 歳前後の会員の方に、お元気の秘訣をうかがいました！



（4）（4）

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の

取
り
組
み

取
り
組
み

　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
持
っ
て
い
な

い
・
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
ま
だ
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
に
向
け
て
千
葉
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
以
下
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

今
年
度
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
を
対

象
に
「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
」
の
解
消
を
テ
ー

マ
と
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
他
機
関
と
の
連
携
（
産
学
連
携
）

　

大
学
や
賛
助
会
員
、
民
間
企
業
と
の
共
同
事

業
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

１
番
使
い
や
す
く
て

�

利
便
性
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
？

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
重
く
て
大
き
く

持
ち
運
び
に
不
便
で
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

は
軽
く
て
小
さ
く
持
ち
運
び
に
便
利
で
す
。
ま

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
使
用
す
る
機
能
を
搭
載
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
写
真
撮
影
、
ウ
ェ
ブ
閲
覧
な

ど
が
手
軽
に
行
え
、
日
常
的
な
作
業
に
優
れ
て

い
ま
す
。

シニア　とデジタルデバイドシニア　とデジタルデバイド　〜可能性を広げよう！　笑顔輝く未来へ〜〜可能性を広げよう！　笑顔輝く未来へ〜

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
ら
れ

た
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
ら
れ

る
人
と
受
け
ら
れ
な
い
人
の
間
に
生
じ
る
格
差
を
言
い
、「
情
報
格

る
人
と
受
け
ら
れ
な
い
人
の
間
に
生
じ
る
格
差
を
言
い
、「
情
報
格

差
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

差
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
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シニアとデジタルデバイド シニア　とデジタルデバイドシニア　とデジタルデバイド特集

①パソコン

③スマートフォン

②タブレット

◯

スマートフォンやタブレット等のデジタル機器が日
常的に存在し使いこなす世代に比べ、情報通信技術を
使いこなせていない方が多いのが現状です。内閣府が
実施した「情報通信機器の利活用に関する世論調査」
では、スマートフォン・タブレットを「ほとんど利用
していない」「利用していない」と回答した 70歳以上
は 57．8％となっており、他年代と比べて高くなって
います。（図表１参照）

0 20 40 60 80 100

70 歳以上

60～69 歳

50～59 歳

40～49 歳

30～39 歳

18～29 歳

97.1％

90.2％

84.3％

55.5％

96.9％

24.3％ 16.5％ 8.0％ 49.8％
1.3％

よく利用している ときどき利用している 利用していないほとんど利用していない無回答

図表１　スマートフォンやタブレットの利用状況（年齢別）

（出典）�内閣府（2020）「情報通信機器の利活用に関する世論調査」を基に、（株）ニチコミ作成

60 歳以上を対象としたアンケートでは利用してい
ない理由として、必要性を感じていないという回答が
最も多く、デジタル機器の保有率の低さに繋がってい
ます。また、使いづらい、使い方がわからないなども、
利用しない理由として挙げられます。（図表２参照）

図表２　スマートフォンやタブレットを利用しない理由（60歳以上 /複数回答）
0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

以前使おうとした、もしくは使ってみた
ことがあるが、うまく使えなかったから

どこで何を購入すれば
よいかわからないから

購入や利用に係る料金が
高いと感じるから

情報漏洩や詐欺被害等のトラブルに
遭うのではないかと不安だから

必要があれば家族に
任せればよいと思っているから

どのように使えば
　よいかわからないから

自分の生活には
必要ないと思っているから 50.2％

41.8％

0.3％

36.3％

25.8％

19.6％

8.5％

6.4％

7.7％
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和５年度に開催した
墨田区老人クラブ連合会の会員を対象にした

『みんチャレ』講習会の様子

iU大学生の協力の下、　　　　
実施した　　　　

発展編スマホ講習会の様子　　　　

デジタルデバイド解消にデジタルデバイド解消に
向けた事例向けた事例

総務省では、デジタル化の恩恵を受けられる環境を整え
るため、デジタル活用に不安のある高齢者に対し、「デジタ
ル活用支援推進事業」に取り組み推進しています。そんな中、
墨田区老人クラブ連合会で導入された事例を紹介します。

墨
田
区
×
み
ん
チ
ャ
レ

墨
田
区
×
み
ん
チ
ャ
レ

　

墨
田
区
で
は
、「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
」
を
目
指
し
、
令
和
４
年
度

か
ら
、
エ
ー
テ
ン
ラ
ボ
株
式
会
社
が
提
供

し
て
い
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
『
み
ん
チ
ャ
レ
』

を
活
用
し
た
「
高
齢
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
講
習
会
事

業
」
を
開
始
。
高
齢
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
ス
マ
ホ
）
を
楽
し
く
使
う
仕
組
み
を

提
供
し
、
習
熟
を
支
援
す
る
こ
と
で
高
齢

者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
や
地
域
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
強
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
約
50
名
が
参
加
し
、
そ
の
う

ち
80
％
以
上
が
90
日
間
ア
プ
リ
を
継
続
で

き
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
も
、
６
月
よ
り
『
み
ん
チ
ャ
レ
』

を
活
用
し
た
「
健
康
に
な
る
ス
マ
ホ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。『
み
ん
チ
ャ
レ
』
は
、
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
だ
け
で
な
く
、
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
活
用
で
き
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

千
葉
市
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

『
快
・
適
』
な
ま
ち
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、

デ
ジ
タ
ル
を
使
い
こ
な
せ
る
方
々
と

そ
う
で
な
い
方
々
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
（
デ
ジ
タ
ル
格
差
）
を
小
さ
く

す
る
こ
と
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

推
進
に
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で

す
。
そ
こ
で
、
千
葉
市
で
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

や
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
基
本
講
座
で
は
、
電
源
の
入

れ
方
な
ど
の
基
本
操
作
や
、
電
話
・

カ
メ
ラ
の
使
い
方
な
ど
を
、
応
用
講

座
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種

ア
プ
リ
の
利
用
方
法
な
ど
を
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
教
え
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
新

た
に
、
町
内
自
治
会
な
ど
を
対
象
に

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
出
前
講
座
」
を
試

行
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
相

互
に
学
び
、
気
軽
に
相
談
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
支
え
合
え
る
仕
組
み
を
、

地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
、
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
き
ら
め
く

毎
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
よ
り
き
ら
め
く
毎
日
を
！
～

～
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
よ
り
き
ら
め
く
毎
日
を
！
～

千
葉
市
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

千
葉
市
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

スマートフォン講座 スマートフォン相談会

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
「
興
味
が
な
い
・
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
に
も
、
利
便
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、他
機
関
と
も
協
力
し
、研
修
会
や
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
、や
っ

て
み
た
い
と
思
え
る
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
情
報
収
集
な
ど
、

楽
し
く
学
び
習
得
す
る
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

六
・
三
・
三
・
四　

義
務
教
育

第
一
回
の
卒
業
生
で
す
。
唯
一

空
想
の
干
支
辰
年
生
ま
れ
（
昭

和
15
年
）。

赤
城
・
榛
名
・
妙
義
上
毛
三
山
を
な
が
め
利
根
川
上

流
の
村
（
今
は
市
）
で
育
ち
、
縁
あ
っ
て
千
葉
市
在
住

58
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

区
老
連
、
町
内
老
人
会
、
女
性
委
員
会
、
友
愛
活
動
、

コ
ー
ラ
ス
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
々
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー

満
開
、
友
達
の
輪
も
広
が
り
充
実
し
た
日
々
で
す
。

中
学
時
代
の
恩
師
の
教
え
「
話
の
術
よ
り　

話
の
実

を
」
座
右
の
銘
と
し
、
好
奇
心
旺
盛
、
心
穏
や
か
に
時

を
過
ご
し
願
わ
く
ば
孫
の
嫁
ぐ
日
ま
で
長
生
き
し
た

い
、
健
康
で
。

港
町
第
二
君
待
会
　
深
山
美
津
子

日
々
好
奇
心
旺
盛
に

中央区

私
は
60
歳
か
ら
現
在
83
歳
ま

で
、
空
白
も
な
く
老
人
会
活
動

に
従
事
し
い
ろ
い
ろ
と
経
験
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
単
一
ク

ラ
ブ
・
地
区
連
・
区
老
連
・
市
老
連
と
各
会
を
４
～
９

年
間
会
長
を
務
め
、
運
良
く
後
継
者
に
恵
ま
れ
ス
ム
ー

ズ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
は
各
団
体
の
顧
問
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
老
人
会
の
今
後
の
在
り
方

で
す
。
社
会
構
造
の
変
化
と
人
間
の
意
識
の
変
化
な
ど

で
、
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
減
少
し
組
織
活
動
よ
り
は
単
な

る
同
好
会
の
集
ま
り
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

れ
は
そ
れ
で
良
い
の
で
す
が
、
全
体
の
会
員
数
が
少
な

く
な
る
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

精
神
科
医
で
臨
床
心
理
士
の
和
田
秀
樹
先
生
が
「
80

歳
の
壁
」
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
生
１
０
０
年
時

代
、
人
間
は
常
に
脳
と
体
の
老
化
を
し
な
い
よ
う
気
を

配
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
で
も
、
余
生
は
楽
天
主
義
で
、

「
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ビ
ー
」
の
楽
曲
ど
お
り
、
あ
る
が
ま

ま
に
、
な
す
が
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

み
つ
わ
台
柚
子
の
会
　
和
田
　
勝
紀

レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ビ
ー

若葉区 昭
和
昭
和
1515
年
・
昭
和

年
・
昭
和
2727
年
生
ま
れ
の

年
生
ま
れ
の

年
女
年
男
に
聞
き
ま
し
た
。

年
女
年
男
に
聞
き
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
７
回
目
の
歳
男
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
感
謝
で
す
。

刻
は
紀
元
２
６
０
０
年
、
紀
や

興
亜
、
征
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
頃
に
松
本
で
生
を
受

け
、
戦
後
、
初
め
て
の
１
年
生
、
カ
タ
カ
ナ
だ
っ
た
。
米

穀
通
帳
、
チ
ッ
キ
で
都
市
に
集
中
、
日
本
が
高
度
成
長

に
な
る
一
端
を
担
っ
た
。
大
き
く
な
る
ま
で
常
に
腹
が

減
っ
て
い
る
欠
食
時
代
。
こ
ん
な
に
長
生
き
が
で
き
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
ガ
タ
は

で
て
い
る
が
、
人
様
の
世
話
に
な
ら
ず
、
幸
い
に
も
な
ん

と
か
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
感
謝
感
謝
。
で
き

な
い
（
身
体
的
）
が
夢
は
も
う
一
度
ゴ
ル
フ
を
。
身
体
を

労
り
趣
味
の
囲
碁
の
実
力
を
上
げ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
横
戸
台
　
中
山
　
義
男

と
ど
ま
る
『
た
と
え
』
な
し

花見川区

鎌
取
町
長
寿
会
　
小
山
喜
志
夫

昭
和
15
年
生
ま
れ

�

昔
を
振
り
返
る

緑　区

た
つ
年
生
ま
れ
の
抱
負
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

父
の
仕
事
で
中
国
満
州
各
地

を
一
家
７
人
波
乱
に
と
ん
だ
生

活
を
送
り
、
現
地
で
徴
用
さ
れ

た
父
を
残
し
母
子
５
人
は
終
戦

１
年
後
に
帰
国
し
ま
し
た
。

そ
の
後
遅
れ
て
帰
国
し
た
父
を
含
め
、
母
と
兄
３
人
を

若
く
し
て
見
送
り
、
短
命
な
家
系
を
思
い
つ
つ
、
３
人
の

子
育
て
が
一
段
落
し
た
の
を
機
に
、
忙
し
い
仕
事
に
追
わ

れ
る
生
活
を
卒
業
。以
来
30
年
、地
域
社
会
の
中
で
テ
ニ
ス
、

山
歩
き
、
男
の
料
理
、
陶
芸
等
々
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
難
病
と
闘
い
な
が
ら
、我
が「
ふ
れ
あ
い
会
」

の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
生
き
抜
き
た
い
も
の
と
念
願
し
て
い

ま
す
。

　
サ
ン
コ
ー
ポ
検
見
川
ふ
れ
あ
い
会

�

田
邊
　
　
潔

楽
し
く
生
き
抜
き
た
い

美浜区

お
か
げ
様
で
私
は
今
年
83
歳

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
人
生

１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
長
い

人
生
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
65
歳
で
退
職
後
、
17
年
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
友
人
が
で
き
ま

し
た
。
公
園
の
清
掃
、
自
治
会
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
お
か
げ
で
元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
丈
夫
な
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
心
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
生
終
わ
り
良
け
れ
ば
全
て
良
し
で
す
。

小
仲
台
豊
生
会
　
五
十
嵐
　
功

人
生
終
わ
り
良
け
れ
ば

�
全
て
良
し

稲毛区

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
７
回
目
の
歳
男
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
感
謝
で
す
。

刻
は
紀
元
２
６
０
０
年
、
紀
や

興
亜
、
征
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
頃
に
松
本
で
生
を
受

け
、
戦
後
、
初
め
て
の
１
年
生
、
カ
タ
カ
ナ
だ
っ
た
。
米

穀
通
帳
、
チ
ッ
キ
で
都
市
に
集
中
、
日
本
が
高
度
成
長

に
な
る
一
端
を
担
っ
た
。
大
き
く
な
る
ま
で
常
に
腹
が

減
っ
て
い
る
欠
食
時
代
。
こ
ん
な
に
長
生
き
が
で
き
る
と

は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
ガ
タ
は

で
て
い
る
が
、
人
様
の
世
話
に
な
ら
ず
、
幸
い
に
も
な
ん

と
か
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
感
謝
感
謝
。
で
き

な
い
（
身
体
的
）
が
夢
は
も
う
一
度
ゴ
ル
フ
を
。
身
体
を

労
り
趣
味
の
囲
碁
の
実
力
を
上
げ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

東
京
で
生
ま
れ
、
昭
和
19
年

４
歳
の
時
に
辺
田
町
へ
（
現
在

鎌
取
町
）
に
引
越
し
て
来
た
時

は
戦
争
の
さ
な
か
で
サ
イ
レ
ン

が
鳴
れ
ば
隣
の
家
の
防
空
壕
に
逃
げ
込
み
、
家
で
は
夜
に

裸
電
球
を
長
い
つ
つ
で
覆
い
、
灯
り
が
表
へ
漏
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
。
夜
中
父
に
呼
ば
れ
表
に
出
て
み
る
と
千

葉
中
央
の
方
角
は
空
襲
で
昼
間
か
と
思
え
る
ほ
ど
天
が
明

る
く
見
え
た
こ
と
、
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
も
そ
の
光
景
は

忘
れ
も
せ
ず
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
今
は
鎌
取
町
長
寿
会

の
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

鎌
取
町
長
寿
会
　
小
山
喜
志
夫
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

八十路をとうに越えても日々元気で飛び回っていられるのは蜂蜜のおかげ
だと思っています。朝食は熱い紅茶にたっぷり蜂蜜を入れてカップで2杯い
ただきます。これが数十年続く私のルーチンワーク…1日の始まりです。
肉じゃが、おでんから煮魚に至るまで煮物料理にも砂糖の代わりに蜂蜜を使います。蜂蜜
は三重県の養蜂家から1斗缶で定期的に購入しています。地球温暖化などの影響で最近は蜜
蜂が減っているそうです。
価格は安くありませんが、医療費と考えるとリーズナブルだと思っています。我が家の健
康食→それは『蜂蜜』です。

６年前から野菜、果物、ゆで卵、乳製品を入れ、ミキ
サーにかけ夫婦で毎朝飲んでいます。
残りのリンゴは食後のデザートに食べています。そ
のおかげか、風邪もひかず元気に過ごす毎日です。

「食」は私たちが生きていく上で最も大事なテーマの一つだといえます。そして「健康」にも
直結しています。
我が家では、数年前から「肉中心」から「野菜中心」に軸足を切り換えました。主に作るのは、

ヒジキ煮、切り干し大根、もずく酢、ほうれん草のおひたし・ごま和え、酢ばす、なます、キンピ
ラなど。一部は常備にもなっています。副菜や箸休め的なものですが、一品足りない時など
にとても重宝しています。
今回は「ヒジキ煮」のレシピを簡単にご紹介します。
①乾燥ヒジキを約３分茹でてザルにあげ水気を切る
②人参と揚げは３㎝の長さの細切りにする
③鍋にごま油をひき②を炒め、茹でたヒジキを加えて
炒め合わせる
④全体に油が回ったら醤油・味醂・酒・砂糖・顆粒和風
だしと水200㏄を入れ、弱火で10分煮て完成！

「スムージー」

＝材料＝
・バナナ� 1 本
・リンゴ� 1/4 個
・人参� 3cm
� （細いところ）
・ミニトマト� 3 個
・ゆで卵� 1 個
・ヨーグルト� 大さじ 2
・牛乳� 200㏄
・豆乳� 100㏄

稲毛区　小仲台第五自治会シニアクラブ
村松　節子

「三重県の蜂蜜」 花見川区 K.K

美浜区　サンコーポ検見川ふれあい会 村山　眞人

左）めんたい酢ばす　右）ヒジキ煮

我我がが家家のの健健康康食食
会員の皆さんに、健康食にについて工夫していること、気を付けていること、

健康食レシピ等を教えていただきました！
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昨今レトルト食品が出回っていますが、できる限り手作
りを心掛けています。
御飯は白米に33穀米入り味噌汁付。朝食のパンは全粒
粉、黒糖粉、サルタナレーズン入りで焼き、スープ付。野菜
たっぷりの煮物肉鮭缶を入れ、醤油味噌で味付。生野菜に
はフィッシュソーセージ、ウインナー、チーズ、卵等を添えます。炒め物はオ
リーブ油ごま油で。昆布とカボチャ、切り干し大根、ヒジキの煮物や酢の物
は保存食として作ります。果物は毎食時ヨーグルト、黒酢と共に欠かせませ
ん。『ロールキャベツ』は我が家定番メニューです。

八十路をとうに越えても日々元気で飛び回っていられるのは蜂蜜のおかげ
だと思っています。朝食は熱い紅茶にたっぷり蜂蜜を入れてカップで2杯い
ただきます。これが数十年続く私のルーチンワーク…1日の始まりです。
肉じゃが、おでんから煮魚に至るまで煮物料理にも砂糖の代わりに蜂蜜を使います。蜂蜜
は三重県の養蜂家から1斗缶で定期的に購入しています。地球温暖化などの影響で最近は蜜
蜂が減っているそうです。
価格は安くありませんが、医療費と考えるとリーズナブルだと思っています。我が家の健
康食→それは『蜂蜜』です。

「食」は私たちが生きていく上で最も大事なテーマの一つだといえます。そして「健康」にも
直結しています。
我が家では、数年前から「肉中心」から「野菜中心」に軸足を切り換えました。主に作るのは、

ヒジキ煮、切り干し大根、もずく酢、ほうれん草のおひたし・ごま和え、酢ばす、なます、キンピ
ラなど。一部は常備にもなっています。副菜や箸休め的なものですが、一品足りない時など
にとても重宝しています。
今回は「ヒジキ煮」のレシピを簡単にご紹介します。
①乾燥ヒジキを約３分茹でてザルにあげ水気を切る
②人参と揚げは３㎝の長さの細切りにする
③鍋にごま油をひき②を炒め、茹でたヒジキを加えて
炒め合わせる
④全体に油が回ったら醤油・味醂・酒・砂糖・顆粒和風
だしと水200㏄を入れ、弱火で10分煮て完成！

「我が家の定番メニュー」

＝古庄家のロールキャベツ　材料とレシピ＝
＜ロールキャベツ＞
　　・キャベツの葉、芯� 8枚
　　・合い挽き肉� 300ｇ
　　・玉葱� 小 1個
　　・椎茸� 5枚
　　・ピーマン� 大 2個
　　・塩、黒こしょう� 少々
　・ベーコン　� 8枚
＜コンソメスープ＞
　・コンソメキューブ� 4個
　・お湯� 1000㎖
　・塩、黒こしょう� 少々

A｛

若葉区　若松台万年青会 古庄　秀子
「三重県の蜂蜜」

「野菜中心」 美浜区　サンコーポ検見川ふれあい会

～出来上がり‼～

①キャベツは 1枚ずつはがし湯通
し冷ます。葉を広げ芯の厚い部
分を削ぎ取り使用する

　キャベツの芯
　玉葱
　椎茸
　ピーマン

②Aをまとまるまで混ぜてキャベ
ツの葉でしっかり包み、ベーコ
ンを巻く
③鍋にロールキャベツを隙間なく
並べ、お湯とコンソメキューブ
を入れる（キャベツの上にスー
プが常にあること）
④蓋をし 30 分煮る（煮込み時間
を長くするとキャベツが柔らか
くなり美味しい）
⑤最後に塩、黒こしょうで味を整
える

みじん切り｛

我我がが家家のの健健康康食食
会員の皆さんに、健康食にについて工夫していること、気を付けていること、

健康食レシピ等を教えていただきました！
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

59号では、緑区平山地区「平山第一シニアクラブ」と美浜区磯辺地区59号では、緑区平山地区「平山第一シニアクラブ」と美浜区磯辺地区
「なぎさ会」の活動をご紹介します。「なぎさ会」の活動をご紹介します。

平山第一シニアクラブ平山第一シニアクラブ（緑区平山地区）（緑区平山地区）

会長 ：会長 ：西田　正晴　　西田　正晴　　会員数：会員数：74 名（男 36 名、女 38 名）74 名（男 36 名、女 38 名）

平
成
28
年
自
治
会
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
と
し
て
承
認
さ
れ
、
す

べ
て
に
お
い
て
共
同
事
業
と
な

り
ま
す
。
地
域
に
貢
献
を
モ
ッ

ト
ー
に
美
化
活
動
、
地
域
の
見

守
り
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
精
を
出
し
て

い
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
サ
ロ
ン
を
集
会

所
で
開
催
し
、
体
操
、
歌
の
会
、

輪
投
げ
等
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。輪

投
げ
で
は
０
点
が
出
て
は

笑
い
、
３
０
０
点
が
出
て
は
大

は
し
ゃ
ぎ
、
段
々
と
熱
を
帯
び

て
き
ま
す
。

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

昨
年
か
ら
ダ
ー
ツ
大
会
も
開

催
さ
れ
、
今
年
は
ダ
ー
ツ
の
得

点
と
輪
投
げ
の
得
点
を
合
わ
せ

て
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。２

カ
月
ご
と
に
は
見
守
り
活

動
を
行
い
、
12
月
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
対
面
で
渡

し
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
し
、
楽
し
み

ま
し
た
。

雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も
負

け
ず
平
山
っ
子
は
元
気
よ
く

登
校
し
ま
す
。
１
年
生
も
お
姉

ち
ゃ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
日
々
た

く
ま
し
く
な
り
ま
す
。

頑
張
れ
と
エ
ー
ル
を
送
り
見

守
り
ま
す
。

毎
年
人
気
の
バ
ス
旅
行
、
残

念
な
こ
と
に
３
年
間
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
な
皆
さ
ん
の
顔
、

顔
。
残
念
な
が
ら
４
年
間
の
空

白
は
大
き
く
、今
回
も
中
止
に
。

今
後
は
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
ま
た

見
ら
れ
る
よ
う
、
バ
ス
旅
行
を

計
画
し
実
行
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

健康教室

盛り上がる日帰りバス旅行

子どもたちとクリスマス会

友愛活動

平山小学童見守り活動

輪投げで楽しむ
定例サロン
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

中
で
仲
間
づ
く
り
や
体
力
の
維

持
・
向
上
を
図
り
、「
健
康
寿
命
の

延
長
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
懐
メ
ロ
楽
団
・
フ
ラ
ダ

59号では、緑区平山地区「平山第一シニアクラブ」と美浜区磯辺地区59号では、緑区平山地区「平山第一シニアクラブ」と美浜区磯辺地区
「なぎさ会」の活動をご紹介します。「なぎさ会」の活動をご紹介します。会長：会長：佐藤　州司　　佐藤　州司　　会員数：会員数：116 名（男 47 名、女 69 名）116 名（男 47 名、女 69 名）

なぎさ会なぎさ会（美浜区磯辺地区）（美浜区磯辺地区）

平
成
16
年
、
磯
辺
三
丁
目
西

に
居
住
す
る
シ
ニ
ア
を
中
心
に
、

「
磯
辺
三
丁
目
西
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
」の
名
称
で
発
足
。

自
ら
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

『
サ
ー
ク
ル
活
動
』と
、高
齢
者
が

持
つ
時
間
と
経
験
を
活
か
し
、地

域
を
豊
か
に
す
る『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
』を
開
始
。

平
成
25
年『
な
ぎ
さ
会
』と
改

名
。
地
域
を
限
定
せ
ず
、
近
隣
町

会
の
シ
ニ
ア
の
方
々
に
も
入
会

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
会
則
を

改
定
し
、会
員
増
強
と
活
動
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

現
在
活
動
中
の
サ
ー
ク
ル
は

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」「
い
き

い
き
卓
球
」「
百
歳
体
操
」「
い
き

い
き
太
極
拳
」「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
」「
健
康
麻
雀
」「
コ
ー

ラ
ス
」「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」「
ウ
ク
レ

レ
」「
懐
メ
ロ
楽
団
」と
数
多
く
、

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
、趣
味
を
楽
し
む

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

ン
ス
・
ウ
ク
レ
レ
の
サ
ー
ク
ル
は

「
千
葉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
」に
加
盟
し
、
千
葉
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
紹

介
を
含
め
て
、高
齢
者
施
設
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
年
間
十
数

回
演
技
を
披
露
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ

な
ぎ
さ
会
は
、
令
和
５
年
８
月
、

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」よ

り『
活
動
賞
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

いきいき卓球
（毎週土曜日・小学校体育館）

ノルディックウォーク
（毎月第２・４月曜日）

コーラス・うたごえなぎさ
（芸能祭出演風景）

なぎさ懐メロ楽団
（地域の敬老会出演風景）

フラダンスサークル
（芸能祭出演風景）

なぎさ懐メロ楽団『活動賞』受賞
（シニアクラブフェアにて表彰）
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

中
央
区
老
連
で
は
、
昨
年
度
に
『
み
ず

ほ
教
育
福
祉
財
団
』
よ
り
地
域
支
え
合
い

応
援
事
業
の
助
成
を
受
け
、
地
域
高
齢
者

の
外
出
支
援
と
楽
し
い
憩
い
の
場
づ
く
り

の
一
つ
と
し
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
活
用
し

た
新
し
い
形
の
通
い
の
場
と
し
て
、
生
浜

地
区
老
連　

村
田
町
福
寿
会
を
実
施
モ
デ

ル
ク
ラ
ブ
と
し
て
、【
村
田
町
友
愛
サ
ロ
ン
】

を
開
設
し
ま
し
た
。

事
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、
半
年
の
活

動
の
中
で
、
役
員
み
ん
な
の
協
力
も
あ
っ

て
、
今
は
ゲ
ー
ム
機
器
の
準
備
や
設
置
、

や
り
方
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
も
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

区

老

連

き
ら
め
き
便

き
ら
め
き
便

中
央
区
老
連

活
動
拡
大
中

活
動
拡
大
中
!!!!

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た

通
い
の
場
づ
く
り

通
い
の
場
づ
く
り

令
和
５
年
度
か
ら
は
、

自
立
し
た
活
動
と
し
て
、

隔
月
１
回
の
活
動
で
、
60

歳
後
半
か
ら
90
歳
以
上
ま
で
と
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
20
人
程
参
加
し
て
い
ま
す
。

座
っ
て
で
き
る
体
操
や
脳
ト
レ
、
教
養

講
座
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
う
な
ど
、
毎
回

マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら

し
誰
が
参
加
し
て
も
飽
き
る
こ
と
な
く
楽

し
め
る
憩
い
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
の
時
間
が
、
一
番
エ
キ
サ
イ
ト
し
笑
い

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
目
当
て
に
参
加

さ
れ
る
方
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

な
か
で
も
、
仲
間
と
協
力
し
て
時
間
制

限
内
に
目
標
達
成
を
目
指
す
ゲ
ー
ム
や
、

息
を
合
わ
せ
て
同
じ
動
作
を
行
う
ゲ
ー
ム

な
ど
は
、
み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
み
、
失

敗
し
て
も
笑
い
飛
ば
し
て
お
互
い
の
健
闘

を
称
え
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
更
な
る
高
齢
者
の
外
出
機
会
の

創
出
や
、
多
世
代
交
流
の
場
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
中
央
区

生
浜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
モ
デ
ル
サ
ロ
ン

を
基
に
、
全
区
、
地
区
、
単
位
ク
ラ
ブ
に

も
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
通
い
の
場
づ
く
り

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

毎回 20 人前後の会員が参加

教
養
講
座
や
脳
ト
レ
は

皆
さ
ん
積
極
的
に
参
加

し
発
言
し
ま
す
‼︎

童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

懐
か
し
い
歌
を
を
し
っ

と
り
と
歌
い
あ
げ
ま
す

ビデオをみながら座ってできる
いきいきクラブ体操

4人で協力し、
網で魚を釣り上げます

健闘を称え合うハイタッチ！!
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「ジュリーがいた時代」
稲毛区　金谷　　操

昭 和50年代（私は20代後半）、
阿久悠作詞の「時の過ぎゆ
くままに」や「カサブラン

カダンディ」を歌う美しいジュリー
の甘い声とキザな詞に魅了された。
その彼も75歳。両手を上げて揺らし
ながら「勝手にしやがれ」を歌う、別
人のように太った沢田研二を見るの
はちょっとつらい。
　この時代、私にとっての一番は、
実はジュリーではなく中島みゆき。し
かし彼女について書くには、与えら
れた字数があまりにも少なすぎる。

「病床の青春期を
勇気づけてくれた歌」

若葉区　平沢　廣光

独 身だった20代後半のサラ
リーマン時代、過酷な仕
事で無理がたたり急性結

核を患い休職しました。「ああ、も
う自分もおしまいかなあ」と病床で
半ば人生の夢を断ちかけていた時、
ラジオから聞こえてきたのが加山雄
三の「君といつまでも」でした。 
＂二人を夕やみがつつむこの窓辺に
明日も素晴らしい幸せが来るだろう＂
と高らかに流れる曲に“そうだ！ま
だ立ち直れるんだ＂と全身が震え勇
気づけられました。
　その後1年で復職し工場から本社
勤務に変わって定年まで無事に勤め
上げることができました。私にとっ
て生涯忘れられない昭和の歌です。

「高校３年生」
花見川区　　神山　宏治

昭 和の時代：名曲といわれる
歌は、戦前戦後を通じ挙げ
たらきりがありません。私

たち音楽仲間（アコーディオン奏者
サークル）にとって宝の山です。心
に残る歌は誰にでもあります。
　私は誰もが知っているような名曲
は、誰もが知っているものと思って
いました。
　私にこんな体験がありました。
　私の参加するアコーディオン慰
問演奏の折、あの有名な青春歌謡 
＂高校３年生＂を演奏する事になり
ましたが、この曲を知らないという
若手奏者がいました。え～！こんな
有名な歌なのに、知らないの～昭和
名曲といえども、世代間、個人に価
値観、思いの差があることを実感と
して気付かされました。

「群青」
美浜区　村山　眞人

心 に残る昭和の名曲は数々あ
るが、私は昭和56年に発表
された谷村新司作詞・作曲

の「群青」を挙げたい。映画「連合
艦隊」の主題歌でもある。
 「野辺に咲きたる一輪の花に似て、
儚なきは人の命か。君を背おい歩い
た日のぬくもり背中に消えかけて、
泣けと如く群青の海に降る雪…」
　歌詞を見ただけで胸にぐっと来る
ものがあった。そして哀切に満ちた
イントロメロディ。それに続く美し
い主旋律…。
　谷村自身の歌声の素晴らしさも
あって、この歌を始めて聴いた時の
衝撃と感動は例えようもなく大き
かった。先頃、74歳で亡くなった谷
村新司を偲びつつ…。

「歌って心に残る歌」
緑区　牧野來世志

歌 の心への残り方に二通り、
一つは聴いて、二つ目は
歌って心に残る歌がありま

す。
　歌って心に残る歌としては昭和50
年代にカラオケが誕生し、カラオケ
喫茶などの普及で人前で歌う機会が
増した頃の持ち歌「夜霧よ今夜もあり
がとう」が私の心に残る昭和の歌か
なーと思います。
　最近ではあまり歌う機会がなく
なっているが宴会などで割り当てら
れるのに備えて用意していたのが
「夜霧よ今夜もありがとう」で、誰か
に先に歌われてしまった場合は同じ
く石原裕次郎の歌で繋いでいました。

～～心心にに残残るる昭和昭和のの歌歌～～広報部のひとりごと広報部のひとりごと
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事

務

局

だ

よ

り

令
和
５
年
10
月
17
日
（
火
）、
千
葉
市
役
所

に
て
第
２
回
千
葉
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
活
動

発
表
は
、
前
回
よ
り
出
場
数
も
増
え
、
老
人
ク

ラ
ブ
で
練
習
し
て
き
た
踊
り
や
歌
な
ど
を
披

露
。
賛
助
会
員
ブ
ー
ス
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
引
き
続
き
設

置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日

は
同
会
場
で
、

千
葉
市
内
で
は

初
開
催
と
な
る

シ
ニ
ア
に
よ
る

e
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
も
開
催

し
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
し
い

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
取
り
入
れ
た
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
。

当
初
は
、
シ
ニ
ア
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
か
？
と
手
探
り
で
始
め
た
取
り
組
み
で
し
た

が
、
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
、
千

葉
市
で
は
初
と
な
る
シ
ニ
ア
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
市
内
各
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
８
名
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
い
、
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
目
指
し
て
腕
を
競
い
ま
し
た
。

使
用
ゲ
ー
ム
タ
イ
ト
ル
は
、
当
会
の
活
動
で

も
お
馴
染
み
の『
太
鼓
の
達
人
ド
ン
ダ
フ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』。

初
め
て
の
大
会
で
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な

る
の
か
期
待
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
想
像

令
和
５
年
11
月
１
日
（
水
）
～
10

日
（
金
）、
千
葉
市
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
市
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
（
区
や
単
位
ク
ラ
ブ
）
の
活
動
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
老
連
や
区
老
連
の
広
報

誌
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
や

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
11
月
８
日
（
水
）

～
９
日
（
木
）、
秋
田
県
で
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
老
連
表
彰
で
は
、
清
水
節

雄
副
会
長
お
よ
び
茂
庭
正
昭
副

会
長
が
全
老
連
会
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

第
２
回
千
葉
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

第
２
回
千
葉
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

フ
ェ
ア
を
開
催

フ
ェ
ア
を
開
催

令
和
５
年
度

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

��

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
開
催

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
開
催

第
１
回

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば

��

活
動
展
を
開
催

活
動
展
を
開
催

令
和
５
年
度

みつわ台柚子の会のフラダンスみつわ台柚子の会のフラダンス

賛助会員相談コーナー賛助会員相談コーナー

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

を
超
え
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
観
客
席
か
ら
も

大
き
な
応
援
の
声
も
あ
り
会
場
全
体
が
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

優
勝
は
、
若
葉
区
代
表
の
ア
サ
コ
選
手
（
桜

木
虹
の
会
）「
練
習
す
る
時
間
が
中
々
取
れ
な
い

中
、
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
栄
え
あ
る
第
１

回
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は
光
栄
で
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

応
援
し
て
い
た
会
員
さ
ん
の
中
に
は
、
次
回

は
ぜ
ひ
出
場
し
た
い
と
宣
言
し
て
く
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。

（左）茂庭副会長、（右）清水副会長
受賞おめでとうございます‼

左から３位ダンディ村山選手、
２位ケイ選手、優勝アサコ選手、
３位テルオ選手

eスポーツ交流大会の決勝戦は、
若葉区アサコ選手

VS
稲毛区ケイ選手
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令
和
５
年
11
月
21
日
（
火
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
て

女
性
委
員
会
主
催
の
「
芸
能
お
た
の
し
み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

24
演
目
、
出
演
者
延
べ
１
３
７
名
が
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
11
月
26
日
（
土
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
た
フ
ェ
ス
タ
に
て
、
当
会
は
26
日
（
土
）「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
体

験
コ
ー
ナ
ー
」
で
参
加
し
ま
し
た
。

世
代
問
わ
ず
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

の
魅
力
で
す
。

当
日
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
多
世
代
交
流
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
12
月
11
日
（
月
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
３
階
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）」

を
テ
ー
マ
と
し
、
外
部
有
識
者
を
迎
え
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
内
容

①�

『「
み
ん
な
で
つ
く
る
快
・
適
な
ま
ち
！
」
千
葉
市
が
め

ざ
す
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
』

　
　
　

千
葉
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
課

　

�

課
長
補
佐　

長
瀬　

心
香　

様

②
『
デ
ジ
タ
ル
情
報
革
命
で
人
々
を
幸
せ
に
』

　
　
　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社　

�

澤　

進
太
郎　

様

③�

『
フ
レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
る　

三
日
坊
主
防
止
ア
プ
リ「
み

ん
チ
ャ
レ
」』
に
つ
い
て

　
　
　

エ
ー
テ
ン
ラ
ボ
株
式
会
社　

�

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
О　

長
坂　
　

剛　

様

　

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
必
要
と
な
る
話
ば
か
り
で
、
皆
さ
ん

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

快
適
な
生
活
に
向
け
、
様
々
な
場
所
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
知
ら
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
事
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
市
老
連

で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
多
世
代
交
流

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
多
世
代
交
流

令
和
５
年

芸
能
お
た
の
し
み
会
を
開
催

芸
能
お
た
の
し
み
会
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

令
和
５
年

アンコールがあった中央区生
実町百寿会の「南京玉すだれ」

花見川区畑第一老人クラブの
フラダンス

　

今
回
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
エ
ー

テ
ン
ラ
ボ
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、
三
日
坊
主
防
止

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
『
健
康
に
な
る
ス
マ
ホ
教
室
』
を
開

催
す
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
墨
田
区
や
広
島
県
呉
市
な
ど
県
外
の
老

人
ク
ラ
ブ
で
も
実
施
し
て
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
し
な

が
ら
ス
マ
ホ
の
使
い
方
も
学
べ
る
と
高
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

ス
マ
ホ
を
も
っ
と
活
用
し
た
い
方
、
楽
し
く
仲
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　

は
じ
め
て
で
も
丁
寧
に
使
い
方
が
学
べ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

健
康
に
な
る
ス
マ
ホ
教
室
は
、
令
和
６
年
６
月
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
今
後
の
詳

細
は
各
種
会
議
や
当
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
発
信
予

定
で
す
。

　

当
会
で
は
、
来
年
度
も
重
点
項
目
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

健
康
に
な
る
ス
マ
ホ
教
室
開
催
決
定

健
康
に
な
る
ス
マ
ホ
教
室
開
催
決
定
!!!!

沢山の方の参加を
お待ちしています！！

(左 )エーテンラボ株式会社
　　　代表取締役ＣＥＯ長坂剛氏
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き
ら
め
き

き
ら
め
き

文
芸
文
芸

中
央
区
　
生
実
町
百
寿
会

・
寒
空
に
耐
え
て
顔
出
す
蕗
の
と
う

・
鶯
の
初
音
聴
こ
え
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

�
渡
辺
由
美
子

花
見
川
区
　
畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
覗
き
見
る
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
海
さ
や
か

・
擬
宝
珠
の
花
虫
食
い
の
葉
の
タ
イ
ム
ラ
グ

・
草
の
原
歩
に
飛
び
跳
ぬ
る
馬
追
よ

�

荻
原
美
保
子

稲
毛
区
　
天
寿
会

・
膝
交
え
友
と
語
う
秋
た
よ
り

・
満
月
に
す
す
き
お
団
子
長
き
夜
や

・
赤
と
ん
ぼ
人
恋
い
し
い
か
ま
と
い
付
き

�

武
井
與
里
子

・
春
だ
よ
り
梅
と
な
の
花
浜
離
宮

・
春
花
見
雨
風
恵
み
サ
ク
ラ
ン
ボ

・
津
波
に
も
た
え
た
松
だ
よ
春
の
風

�

脇
山　

辰
己

若
葉
区
　
桜
木
虹
の
会

・
参
道
の
萩
溢
れ
咲
く
古
刹
か
な

・
風
吹
か
ば
起
き
ぬ
け
し
ま
ゝ
落
葉
掃
き

�

佐
野　

い
し

・
何
も
せ
ず
空
眺
め
居
り
夏
旺
ん

・
夕
焼
を
振
り
返
る
間
の
色
が
わ
り

�

島
田　
　

栄

・
夜
な
べ
し
て
〆し
め

は
い
つ
も
の
梅
酒
な
り

・
秋
日
和
少
し
遠
出
が
し
た
く
な
り

�

鶴
岡
み
ね
子

・
海
開
き
明
日
の
鎌
倉
気
が
は
ず
む

・
縦
横
に
ぼ
た
ん
を
な
が
め
美は

し
き
か
な

�

小
林　

政
雄

・
秋
風
や
今
年
も
参
る
笠
森
寺

・
昼
下
が
り
人
影
断
え
る
残
暑
か
な

・
秋
日
和
散
歩
仲
間
の
笑
顔
か
な

�

増
井　

正
明

・
牡
丹
咲
く
自
慢
の
母
は
今
在あ

ら
ず

・
朝
顔
や
夢
の
行
方
は
風
の
中

�

萩
野　

富
子

若
葉
区
　
小
桜
明
星
会

・
紋
白
の
白
過
ぎ
も
せ
ず
冬
の
蝶

・
竹
の
葉
の
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
冬
日
影

・
初
空
や
薄
っ
す
ら
渡
る
月
の
影

�
石
塚　

以
静

・
並
足
の
馬
場
の
土
音
秋
日
和

・
単
線
の
駅
舎
に
待
て
り
鉦か
ね
た
た
き叩

・
ご
自
由
に
と
野
立
に
誘
わ
る
秋
日
和

�

羽
生　
　

百

・
今
日
も
干
す
今
年
の
色
の
唐
辛
子

・
敬
老
会
写
真
の
笑
顔
に
安
堵
か
な

�

渡
邉
か
い
子

・
山
芋
の
蔓
草
絡
み
ボ
ッ
チ
か
な

・
室
堂
や
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
秋
の
色

�

酒
井　

清
子

若
葉
区
　
み
つ
わ
台
柚
子
の
会

・
問
う
ご
と
く
語
る
ご
と
き
年
賀
状

・
昨
今
の
こ
だ
わ
り
捨
て
て
春
炬こ
た
つ燵

・
孫ひ
こ
ば
え生
や
あ
の
少
年
は
成
人
に

�

和
田　

昭
子

緑
区
　
平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
鮮
や
か
な
落
葉
天
女
の
化
身
か
な

・
風
に
乗
り
紅
の
衣
で
落
葉
舞

・
さ
だ
め
ゆ
え
よ
よ
継
ぎ
て
又
落
葉
か
な

�

福
岡
マ
リ
エ

緑
区
　
辺
田
長
寿
会

・
悲
し
き
は
野
菊
の
見
え
ぬ
こ
と
な
り
き

・
吾
木
香
花み

せ屋
で
見
か
け
て
月
見
知
る

・
薄
墨
を
バ
ッ
ク
に
芽
吹
き
雨
上
が
る

�

尾
身
ウ
メ
ノ

短
　
歌

短
　
歌

花
見
川
区
　
畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
い
そ
い
そ
と
椎
の
実
拾
い
に
喜
々
と
し
て

　
　

八
十
路
半
ば
の
今
を
謳
歌
す

・
仏
の
座
は
休
耕
田
を
占
め
て
咲
き

　
　

微
笑
か
け
る
よ
往
来
人
に

・
田
起
こ
し
も
無
き
ま
ゝ
季
は
巡
り
来
て

　
　

緑
濃
く
な
る
谷
津
田
の
め
ぐ
り

�

大
宮
ア
キ
子

稲
毛
区
　
福
寿
会

・
敬
老
会
言
葉
似
や
わ
ず
集
う
人

　
　

は
な
や
ぎ
演
歌
を
歌
手
に
な
り
き
る

俳
　
句

俳
　
句
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・
衣
更
へ
日
毎
変
り
て
七
変
化

　
　

天
氣
予
報
士
も
と
ま
ど
い
迷
う

・
天
災
は
静
ま
る
や
と
人
々
は
糠
㐂
び
し
が

　
　

神
の
怒
り
は
未
だ
を
さ
ま
ら
ず

�

笠
原　

幸
恵

川
　
柳

川
　
柳

花
見
川
区
　
大
日
町
寿
会

・
主
力
出
し
今
期
白
旗
天
使
た
ち

・
処
理
水
万
里
越
え
た
ら
汚
染
水

・
売
り
払
い
過
去
の
栄
光
ラ
イ
オ
ン
ズ

�

大
川　

節
夫

若
葉
区
　
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会

・
浅
草
も
外
人
だ
け
が
歩
き
食
い

�

今
富　

喜
夫

緑
区
　
南
鎌
取
福
寿
会

・
議
長
さ
ん
疑
惑
だ
ら
け
も
自
覚
な
し

・
ま
た
出
る
の
選
挙
民
も
呆あ
き

れ
顔

・
八
冠
は
初う
い

々う
い

し
く
も
眩ま

ぶ

し
い
ネ

�

茂
庭　

正
昭

緑
区
　
サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ

・
ツ
ッ
パ
リ
は
昔
は
態
度
今
は
足

・
猛
暑
で
も
我
が
家
で
元
気
雑
草
群

・
除
草
剤
人
の
心
も
枯
ら
し
た
り

�

多
田　
　

茂

緑
区
　
平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
供
養
し
て
お
は
ぎ
を
さ
げ
て
皆
で
食た

ぶ

・
蝶
や
鳥
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
の
ド
ロ
ン
か
な

・
名
月
と
競
そ
う
開
花
の
月
下
美
人

�

福
岡
マ
リ
エ

　
「
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
」
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
、

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
対
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 ス

ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　

今
号
の
特
集
は“
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
”で
す
。

一
見
な
じ
み
の
薄
い
言
葉
で
す
が
、
中
身
を
知
れ

ば
ど
う
し
て
ど
う
し
て
高
齢
者
の
認
知
症
予
防

や
孤
独
防
止
に
は
不
可
欠
な
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
多
く
の
人
と
交
わ
り
、

明
る
く
楽
し
い
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
ス
マ
ホ

を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
自
在
に
駆

使
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様

に
は
今
回
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
特
集
を
ご

覧
に
な
る
こ
と
で
勇
気
を
出
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
平
沢　

記
）

　
〈
広
報
部
〉

　

田
村　

良
夫
（
中
央
区
）

　

神
山　

宏
治
（
花
見
川
区
）

　

金
谷　
　

操
（
稲
毛
区
）

　

平
沢　

廣
光
（
若
葉
区
）

　

牧
野
來
世
志
（
緑

区
）

　

村
山　

眞
人
（
美
浜
区
）

編
集
後
記

編
集
後
記

伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
に

伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
に

当
会
か
ら
２
名
が
入
選

当
会
か
ら
２
名
が
入
選
!!!!

第
34
回

１
２
９
万
１
４
０
４
句
の
中
か
ら
、
当

会
よ
り
２
名
の
会
員
の
方
が
佳
作
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

入
選
作
品
は
、
伊
藤
園
新
俳
句
大
賞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第
35
回
伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳
句
大

賞
も
、
た
だ
い
ま
ご
案
内
中
で
す
。
詳
し

く
は
、
各
区
老
連
ま
た
は
市
老
連
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

佳作に選ばれた若葉区の佳作に選ばれた若葉区の
酒井さん（左）と名取副会長酒井さん（左）と名取副会長

文芸欄に投稿してみませんか？文芸欄に投稿してみませんか？

※原則として、いただいた原稿をそのまま掲載しま
す。添削はいたしません。自作で未発表のものに限
ります。紙面の都合上、すべてを掲載することがで
きない場合があります。原稿は返却いたしません。

①上記種別
②所属（ 区老連名 ・単位クラブ名 ）
③氏名 　④電話番号
　を必ず明記の上、下記までお送りください。

Ａ. 俳句　Ｂ. 短歌　Ｃ. 川柳（各３句）
Ｄ. 詩（１点）
※ A・B・C は各 3 句、D は 1 点まで

〜「広報きらめきクラブちば文芸欄投稿」係〜

種 別

info@chibashi-roren.jpメール

〒260-0844  千葉市中央区千葉寺町1208-2
千葉市ハーモニープラザ3階
千葉市老人クラブ連合会

郵　送

　
稲
毛
区　

シ
ャ
ル
ム
稲
毛
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

�

山
口　

二
郎
さ
ん

　
『
初
入
院
こ
れ
で
み
ん
な
の
仲
間
入
り
』

　
若
葉
区　

小
桜
明
星
会

�

酒
井　

清
子
さ
ん

　
『
書
初
め
や
見
事
に
踊
る
文
字
の
波
』
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
制

作
・

印
刷

：
株

式
会

社
ニ

チ
コ

ミ
　

☎
03（

5718）3900　
http://w

w
w

.nichicom
i.com

〈
キ
リ
ト
リ
〉

入  会  申  込  書
令和　　年　　月　　日

　きらめきクラブちば・千葉市老人クラブ連合
会に所属するクラブでは、健康・友愛・奉仕を３
本の柱として、“生活を豊かにする” “地域を豊か
にする” さまざまな活動に取り組んでいます。

◆健康づくり（体操、ウォーキング、グラウンド・ゴルフ）
◆生きがいづくり	（踊り、合唱、カラオケ、手芸など	
	 趣味のサークル）

◆地域とのつながり	（サロン活動などの友愛活動、子	
	 どもたちの見守り、環境美化活動）

クラブ名

会　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　様

電話番号 （　　　 ）　　　　－

住　　所
区

生年月日
大 ・ 昭

年　 　月　 　日（　   　歳）

ふりがな
氏　　名 （ 男 ・ 女 ）

《入会条件》おおむね60歳以上の方なら、どなたでも
《申込方法》お住まいの地域のクラブに直接連絡

※活動内容や会費はクラブによって異なりますので、クラブ
の役員や会員にお尋ねください。
最寄りのクラブがわからない、連絡先がわからないときは、
下記の事務局までお問い合わせください。

住み慣れた地域の仲間と、住み慣れた地域の仲間と、
一緒に楽しく活動しましょう！一緒に楽しく活動しましょう！

中央区　健康ウォーキング中央区　健康ウォーキング

ホームページ  http://www.chibashi-roren.jp/
〒260-0844　千葉市中央区千葉寺町1208-2　千葉市ハーモニープラザ3階
電話 :043-262-1236 　FAX:043-262-1237　E-mail : info@chibashi-roren.jp

きらめきクラブちば 一般社団法人　千葉市老人クラブ連合会


